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From November to December 2004, a total of 266 specimens of the pufferfish i~ÖçÅÉéÜ~äìë=

ïÜÉÉäÉêá= “shirosabafugu” were collected from the coastal waters of Hagi, Yamaguchi Prefecture, 

Japan, and their liver toxicity was examined by mouse bioassay.  Sixteen (6.0%) of 266 livers were 

toxic with the toxicity scores ranging from 2.2-7.9 MU/g (mean ± standard deviation: 3.3 ± 1.6 MU/g), 

or 81.2-909 MU/individual (221 ± 208 MU/individual).   The results indicated that iK= ïÜÉÉäÉêá, a 

putative non-toxic species in Japan, is also equipped with the ability to accumulate toxin in the liver 

to some extent. 
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 フグ科の海産フグは，肝臓や卵巣に高濃度のフグ毒テトロ

ドトキシン（TTX）を保有し，しばしば食中毒を引き起こす1）。

そのため，1983年に厚生省（現 厚生労働省）は食用可能なフ

グの種，部位，ならびに漁獲海域について明文化し，「フグ

の衛生確保について」2）の通知を出した。このなかで，シロ

サバフグi~ÖçÅÉéÜ~äìë=ïÜÉÉäÉêáについては，日本近海産の筋肉，

皮，精巣のみ食用可能とされた。しかしながら，一部の地域

ではシロサバフグの肝臓の食習慣があり，その可食部と一緒

に肝臓が市販されていたケースもあるという。これは，その

地域でシロサバフグが無毒種と考えられていることや同種フ

グによる中毒事例がないことに起因すると思われるが，本種

の毒性を実際に調査した例は，東南アジア産に関するもの3,4,5）

を除いて少ない。そこで本研究では，萩市近海産シロサバフ

グ肝臓につき，公定法に基づく毒性調査を行った。 

 

 

 

方 法 

 

試 料 

 2004年11月～12月に山口県萩市沖で漁獲されたシロサバフ

グ（体重498±179g）から採取した肝臓266個体（47.6±25.1g）

を試料とした。いずれも直ちに凍結し，研究室に持ち帰った

後，凍結保存した。供試の際，試料を流水で解凍して用いた。 

 

毒性試験 

 毒性試験は，食品衛生検査指針理化学編フグ毒検査法6）（公

定法）に準じて行った。 

 各試料５gにつき，0.1％酢酸溶液５mlで加熱抽出，氷水で

冷却し，遠心分離後の上清を試験液とした。本試験にはddY

系の雄で体重が19～21gのマウスを用いた。マウスの腹腔内に

試験液を投与し，死亡したマウスの致死時間と体重を測定し

た。公定法に記載されている「フグ毒の致死時間-マウス単位

（MU）換算表」に測定した致死時間を，「マウス体重-マウ
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ス単位補正表」に体重を当てはめて，試料１g当たりに含まれ

る毒量（毒力）を算出した。TTXの１マウス単位（MU）は

体重20gのマウス１匹を30分間で死亡させる毒力と定義され

ている。本試験の試験液１mlは試料0.5gに相当するため，定

量限界は２MU/gとなり，それ以上の毒力を有毒，それ未満

を無毒とした。 

結果と考察 

 

 採集日（ロット）毎の有毒個体の数および出現頻度をTable

１に示す。13ロット中９ロットに有毒個体が認められ，１ロ

ット当たりの有毒個体数は０～３個体，同出現頻度は０～

18.8％であった。全体では供試266個体中16個体（6.0％）が有

Table１．Frequency of toxic liver in iK=ïÜÉÉäÉêá "shirosabafugu" 

Table２．Toxicity score of  the toxic liver spcimens of iK=ïÜÉÉäÉêá "shirosabafugu" 
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毒（2.0MU/g以上）であった。一方，有毒16個体の毒力は，

2.2～7.9MU/g（平均±標準偏差：3.3±1.6MU/g）と測定さ

れた（Table２）。 

 東南アジア産シロサバフグの毒性に関して，Hwangら3）は，

台湾産同種（供試個体数（n）＝70）の部位別毒性を調べ，肝

臓，筋肉，皮膚，腸および精巣から毒性は検出されなかった

が，７個体の卵巣に最高330MU/gに達する毒力が検出された

と報告している。一方，Mahmudら4）によれば，バングラデ

シュ産シロサバフグ（n＝86）は全個体が有毒であったが，い

ずれの部位の毒力も，台湾産同種の有毒卵巣の平均毒力

（9.7MU/g）3）よりも低く，最高で3.8MU/gにすぎなかった

という。さらに，Ngyら5）は，カンボジア産サバフグ属３種

の毒性調査を行い，シロサバフグ（n＝20）はいずれの部位も

無毒であったと報じている。一方，日本近海産サバフグ属フ

グの毒性に関しては，北九州産のものを対象とした谷7）の研

究がある。その毒力表は古くから最も信頼できるフグ毒性の

判断基準として用いられてきた8）。このなかで谷は，‘サバ

フグiK= ëé~ÇáÅÉìë’９個体の毒性につき，肝臓，筋肉，皮膚，

腸，卵巣および精巣のいずれも「無毒」であったと報告する

とともに，「サバフグが無毒なることは既に一般にいわれて

いるところで安全なフグとして珍重される」と記している。

この報告での「無毒」とは，「1000グラム以下ニテハ致死的

ニナラズ」とされている。‘サバフグiK= ëé~ÇáÅÉìë’は，かつ

てはシロサバフグおよびクロサバフグiK= ÖäçîÉêáを包括した種

名であったが，現在ではiK= ëé~ÇáÅÉìëはモトサバフグとして別

種に分類されている8）。従って，谷がいう‘サバフグ’は，

シロサバフグまたはクロサバフグのことであり，そのいずれ

か，もしくは両者の肝臓には毒性がなかったということにな

る。 

 他方，フグの部位別毒力とTTX中毒との係わりを考える上

で，毒力（MU/g）に部位重量（g）を乗じて求めた総毒力（MU）

が重要となる。これは，ヒトにおけるTTX中毒の最小発症量

が総毒力900～1,000MU9）と示されているためである。今回有

毒であった16個体の場合，１個体あたりの総毒力は81.2～

909MU（221±208 MU）で（Table２），１～数個体の喫食で，

その最少発症量に達する可能性がある。最近，鳥取県でTTX

中毒が発生し，その原因としてシロサバフグの筋肉が疑われ

た10）。しかしながら，本部位は厚生省の通知2）で食用可能と

されており，中毒検体と同一ロット思われるシロサバフグの

筋肉からも毒性は検出されなかった10）。シロサバフグと形態

学的特徴が酷似し，日本近海にも生息する近縁種ドクサバフ

グiK=äìå~êáëは，筋肉に最高363MU/gの毒力をもつことが知ら

れている11）。公定法では，「毒力が10MU/g以下の場合は食

用に供しても健康を害するおそれがないと判断される」とあ

る6）。ドクサバフグの最高毒力は，このなかで記されている

10MU/gよりも約36倍高い。このように高い毒力を示すドク

サバフグの筋肉の場合，ヒトは数グラム喫食するだけで，

TTX中毒を発症する可能性が高い。鳥取県の事例では，中毒

検体そのものの種の同定は行われておらず，原因種がドクサ

バフグであった可能性も十分に考えられる。 

 日本ではこれまでシロサバフグの肝臓を原因とするTTX

中毒は発生していないが，今回の調査から，同肝臓は毒をも

つこと，その毒力は公定法で示される健康を害する恐れのな

い10MU/g未満6）であることが明らかとなった。 

 

要 約 

 

 これまでシロサバフグは一般に無毒種とみなされてきたが，

萩市近海産同種の肝臓266個体の毒性を調査したところ，

6.0％の個体に2.0MU/g以上のマウス毒性が認められた。毒力

は総じて低く，いずれも10MU/g未満であった。日本近海産

のシロサバフグは微量ながら肝臓に毒をもつことがあり，食

品衛生上注意を要することが示された。 
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